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1 序論

近年，企業等のWebサイトは本来社員らが行う総務
や広報などの業務機能を備えるなど重要な役割を担っ
ている．従って，それらを評価・診断することは有効
といえる [3]．そうした中，人間による評価で生じる主
観的な判定を排除し，HTMLデータをコンピュータで
解析することにより、客観的な判定を下すWebサイト
評価システムKAGAMI[1] があるが，Webサイトの巨
大化に伴い処理時間を多く必要とする問題点がある．
本稿では KAGAMIにおいて処理時間のボトルネック
であった，ネットワークを通じた HTMLファイルのダ
ウンロードを担う処理をサイトのツリー構造に着目し
た分散を行い処理時間の高速化を図る．

2 Webサイト評価システムKAGAMI

Webサイト評価システムKAGAMIはネットワーク
を通じて評価対象のWebサイトの HTMLファイルを
ダウンロードし，構文解析することによりサイトの概
観 [2]，情報分布，内外へのアクセス度などの評価を出
力するものである．図 1にその出力例を示す.KAGAMI
は全て Java言語で実装されている．これによりプラッ
トフォームを選ばない実行が可能である．
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図 1: KAGAMIにおける評価結果の出力

2.1 データ構造

本節では，KAGAMI に必要なデータを格納する
Node及び NodeListのデータ構造を示し，その役割に
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ついて述べる．
Nodeとは１つの HTMLファイルに対応して作成され
るデータの格納先であり，このNodeのHTMLソース
を文字列として格納し，親Node及びリンク先のHTML
を自身の子とし,それに対してもNodeを作成し子Node
のリストを作成し格納する．また，複数の Nodeの統
合先として NodeListを作成した．NodeListには最終
的にWebサイトを表現するデータが全て格納される．
NodeList内の openには各 Nodeの未処理の子ノード
が格納され，ここからタスクが配分される．（図 2）．
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図 2: Nodeおよび NodeListのデータ構造

2.2 基本処理

KAGAMIの基本処理は大きくHTMLダウンロード
とパージングにわかれる．本論で述べるパージングと
は HTMLファイルを構文解析によりHTMLタグを抽
出し，リンク情報や評価に要するパラメータを算出す
ることをいう．
先ず，Nodeに格納された HTMLファイルをパージン
グすることによりリンク情報を得る．各リンク先ごとに
Nodeを作成しURLを格納後、HTMLをダウンロード
し格納する．これらのNodeを自身が親となる子Node
と呼ぶ．次に処理後のNodeをNodeListに格納し，子
Node群をNodeListの openに格納する．最後に open
に格納された Nodeの処理を開始する．これらを繰り
返すことによってWebサイト全体を評価することが可
能になる．

3 処理方式

3.1 逐次処理方式

逐次処理方式は既存の KAGAMIが採用している方
式で，NodeListの openに入ったリンク先のノードか
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ら順にネットワークを通じてデータを取得する処理を
実行する．処理要求を受けたURLのHTMLをダウン
ロードし，パージングし，リンク先の子 Nodeの URL
を得る．子ノード群に対し現在結果が格納されている
NodeListの中の結果 Node及び openに格納されてい
る処理待ちのNodeと重複がないかチェックする（以後
重複チェック）．この処理により不要なリンクのダウン
ロードを避けることができる．

3.2 マルチスレッド方式

マルチスレッドとは処理単位に対しCPUの処理時間
の割り当てを細かく分割することで並列処理を実行す
る手法である．本論では，ネットワーク取得処理にお
いてマルチスレッドを適用する．任意のページのNode
を処理する際，NodeListの openに格納されたリンク
全てに対してスレッドを同時に実行する．これによっ
て、リンク切れなどによるタイムアウト処理などで処
理が滞っているノードにより，他のノードの処理が実
行されない事態を防ぐことができる．各スレッドは生
成時にNodeListを渡しており，子ノードのダウロード
前に重複チェックを行うことで不要なリンクのダウン
ロードを防ぐことができる．しかし，同時実行中の別
スレッドの処理は反映されない為完全ではない．これ
は次節での GRID手法にも同様のことが言える.

3.3 GRID方式

本論で扱うGRID方式とは，マスタと複数のワーカ
がネットワークを介して接続する環境下でマスタがタ
スクをワーカに分配し，その結果をマスタで統合するこ
とによって，最終的な処理時間を短縮する方式である．
本論では前節で述べたマルチスレッド方式でNodeList
の openに格納されたNodeごとに生成したスレッドを
生成したのと同様に，そのスレッドに任せた処理をワー
カマシンに委ねる形式をとる．ワーカが openに格納さ
れたNodeとその時点でのNodeListを投げワーカが基
本処理後マスタに戻す．マスタでは結果をNodeListに
格納し，結果の子ノードを重複チェック後 openに格納
する．これら一連の流れを繰り返すことにより全体の
データ取得及び評価を行う．

4 評価実験

4.1 実験

前章で述べた逐次，マルチスレッド，GRIDの各手
法を東京理科大学，明治大学，法政大学のWebサイト
で検証を行う．逐次，マルチスレッド，GRIDのマスタ
についてはPentium4 2.8GHz，メモリ１GBのマシン．
ワーカマシンにCelelon2.8GHz2台，2.4GHz2台，メモ
リ 256MBのマシンを用いて処理時間の検証を行った．

4.2 結果及び評価

図 3に各サイトと処理時間の関係，表 1に総リンク
数とリンク切れの数の関係を示す．
図 3，表 1よりリンク切れ率が高い東京理科大学及

び明治大学のWebサイトは逐次処理に比べてマルチス

表 1: 総リンク数とリンク切れの関係
Webサイト 総リンク リンク切れ 割合

東京理科大学 1431 1114 0.44

明治大学 9633 4635 0.48

法政大学 4995 575 0.12
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図 3: 各Webサイトと処理時間の関係

レッド方式が効果が高く，逆に低い法政大学のWebサ
イトでは逐次処理がマルチスレッドの処理時間を上回
る結果を得た．これは逐次処理ではリンク切れページ
遭遇時のタイムアウトに時間を要し，その間次の処理
が滞ることが原因であることが考えられ，マルチスレッ
ドでは滞っている処理と同時に別スレッドが進行して
いる為、それらの問題を回避できていると考えること
ができる．4台のマシンで分散した GRID方式は台数
効果を得ることはできず，全てのWebサイトでマルチ
スレッド方式より台数効果を得ることはできなかった．

5 結論

本論ではWeb評価システムKAGAMIに対しマルチ
スレッド方式，GRID方式を導入することにより処理
時間の短縮を図った．マルチスレッド方式ではリンク
切れなどによる処理停滞を回避する効果が得られ，処
理時間の短縮を実現した．しかしGRID方式では大容
量の通信データによる通信コストにより台数効果を得
ることは出来なかった．今後の課題としてはワーカー
間でのタスクの協調などより効率のよいタスクの配分
を導入や通信データの改善を行い台数効果を上げてい
く必要がある．また，Web評価システムKAGAMIだ
けでなく，Webサイトデータを利用する他のシステム，
アプリケーションに対して適用できる汎用性を持たせ
ていく必要がある．
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